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研究成果の概要 

本研究においては、初期地球類似環境に生きる微生物群集のゲノム情報に基づき、初期的なエ

ネルギー代謝システム、遺伝システムの理解を深化させることを目指している。炭素固定経路とし

て最も古く、保存性が高いと考えられていた還元的アセチル CoA経路の多様性に関する解析を

推進しているが、各種極限的な環境に生きる微生物では、これらの保存性が低く、多様な経路が

ある可能性が示唆された。 

また、遺伝子システムに関しては、Candidate Phyla Radiation（CPR）は、系統的に古いのか否かを

検討している。今年度は、CPRのもつ小さいゲノムが進化学的にどういった意味を持つのかに関

する検討を行った。同様に小さいゲノムを持つ細胞内共生菌や寄生菌が近代のゲノム合理化の結

果だと考えられていることから、CPRゲノムとゲノム合理化が想定される共生菌・寄生菌の比較を行

った。その結果、ゲノムにおける遺伝子密度、個々の遺伝子の長さに加え、リボソーム蛋白・リボソ

ーム生合成性因子の構成に顕著な違いがみられた。このことからも、CPRは進化過程のかなり初

期段階で、わかれたものと推定された。 

転写システムの機能モジュール合成に関しては、前年度に引き続き、独自に構築した無細胞翻訳 

系 PURE system と転写システムを融合させた系を用い、CPR由来のシグマ因子・コア酵素が機能

可能なプロモータ領域の探索を行っている。翻訳システムの機能モジュールの合成および機能解

析についても、引き続き、大腸菌リボソームの再構成研究をベースとした研究を進展させている。

独自に構築した、生理的な条件下でのリボソーム再構成法を用い、転写調整した rRNAを用いた

リボソーム大サブユニットの再構成法の検討を行っている。 
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